
 
 

令和７年６月６日 
一般社団法人大阪府歯科医師会 
附属歯科衛生士専門学校 
校長 内田 実 殿 
 

                             学校関係者評価委員会 
                             委員長 中 川  宏 

 

学校関係者評価委員会報告書 

 
令和６年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 
記 

 
１ 学校関係者評価委員 

中川  宏（中川歯科医院 院長） 
樋口 博子（大阪府歯科医師会附属歯科衛生士専門学校同窓会 副会長） 
河村 達也（一般社団法人大阪府歯科医師会 常務理事） 

北垣 英俊（一般社団法人大阪府歯科医師会 常務理事） 

 
２ 学校関係者評価委員会の開催状況 
   第１回委員会  日 時  令和７年６月５日（木）１４時００分～１５時００分 

場 所  大阪府歯科医師会 本館 第３会議室 
 
３ 学校関係者委員会報告 
   別紙のとおり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

別紙 
 
Ⅰ 重点目標について 
 
１ 重点目標について 
 

超高齢社会の現在、国民の医療ニーズは高度化・多様化し、より質の高い医療の提供

が求められている。取分け歯科衛生士は、国民の口腔衛生と健康を守るために不可欠な

存在である。社会のニーズに応えるために必要とされる高度な専門的知識と技能、豊か

な人間性を兼ね備えた歯科衛生士の育成は重要な目標である。 

今後も関連業界や実習施設等の協力を得ながら、実習をはじめとした教育の更なる充

実を図っていただきたい。 

 
 
 
Ⅱ 各評価項目について 
 
１ 教育理念・目的・育成人材像 
 

教育方針に則って、知識・技術の修得のみならず、思いやりの心や豊かな人間性を育

む教育を目指しており、教育理念を実現するために必要なカリキュラム編成が行われて

いる。 

医療倫理学・接遇等の特別講義や、１年次の特別講義で介護職員初任者研修資格が取

得できる点など、社会ニーズに応えるべく検討がなされている。 

歯科衛生士不足は今なお深刻な問題である。同窓会と連携のもと引き続き卒業生の自 

 己研鑽及び再就職の支援に努めていただくとともに、今後も優秀な歯科衛生士を輩出し、 

歯科医療の発展と国民の健康保持・増進に貢献していただきたい。 

 

 
 
２ 学校運営 
 

理事会等において検討・協議の上、適正な学校運営が行われている。事業計画・事業 

予算を毎年度作成し、大阪府歯科医師会理事会・代議員会の承認を得て執行されている。 

引き続き大阪府歯科医師会と緊密な連携を取り、適正な運営を図っていただきたい。 

 

 



 

３ 教育活動 
 

全国歯科衛生士教育協議会が作成する「歯科衛生学教育コア・カリキュラム」や 

「歯科衛生士国家試験出題基準」に沿った授業計画を作成・実施している。 

入学前に基礎学力・学習習慣の向上を目的とした教育プログラムを実施し、入学後 

にプログラムの成績不良者を中心に適宜個別指導が行われている。また、３年次には 

国家試験対策講義が実施され、成績不良者には個別指導を行うなど、資格取得を目標 

とした教育課程の編成と指導体制が整備されている。 

実習用iPadやクラウド型学籍管理システムＷｅｂポータルの導入により、教育活動の 

ＩＣＴ化・効率化が図られている。 

専任教員の資質向上のため学会や研修会に積極的に参加している。専任教員間で連携 

を図って情報を共有し、教育内容の充実、組織体制の強化・向上に努めている。 

「目的」「授業計画」「評価方法」をシラバスに明示し、成績評価・修了認定基準 

に関しては学則・内規に明示している。 

引き続き明確な目標設定と学修成果の把握に努め、学修意欲向上を図っていただき 

たい。 

 
 
 
 
４ 学修成果 
 

国家試験合格率は９８.６％、就職状況については希望者全員の就職が決定しており 

一定の評価ができる。引き続き国家試験対策の強化と就職支援に努めていただきたい。 

同窓会と連携・検討を行い卒業生の動向把握に努めていただきたい。 

 

 
 
 
５ 学生支援 
 

担任・専任教員・学生部長等による細やかな指導・支援に加えて、臨床心理士による 

カウンセリングが実施されている。学生の経済的支援及び健康管理に関しても適切に 

行われており、学生の支援体制は整備されている。大阪府歯科医師会と連携・協力の 

もと卒業生の再就職支援を行っている。 

  今後も積極的に学生・卒業生の支援を行っていただきたい。 
 



 

６ 教育環境 

 
教育内容に則した施設・設備・教育用具等を整備し、適宜点検・改善が行われている。 

また、大阪府歯科医師会災害対策室と連携を図り、防災に対する組織体制、並びに 

防災用へルメット・備蓄品等を整備している。 

 クラウド型学籍管理システムＷｅｂポータルの安否確認機能を導入するなど、災害等 

発生時の対応力向上に努めている。 

消防訓練を実施し、避難・消火器操作等の訓練が行われている。引き続き施設・設備・ 

教育用具等の改善と防災対策の強化に努めていただきたい。 

 

 
 
 
７ 学生の募集と受入れ 
 

会員診療所の協力を得て学生募集ポスターの掲示やリーフレットの配布、学校説明会 

の実施など積極的な広報活動に努めている。令和５年度より引き続き高等学校の学校 

歯科医との連携や進学サイトの広告掲載が行われており、学生募集活動の新たな展開に 

ついて継続的に協議がなされている。 

 入学選考及び入学前教育プログラム等の実績を活用し、講義や個別指導が行われて 

いる。入学選考時より成績等の分析を継続的に行い、分析結果を退学率・留年率の低減 

に活用していただきたい。 

一定の教育水準と使命感・倫理観を持つ人材の育成を維持しつつ、魅力ある学校づくり 

のために更なる検討・取り組みを推進され、学生の確保及び中途退学防止に努めていた 

だきたい。 

 
 
 
 
８ 財務 
 

大阪府歯科医師会理事会・代議員会の承認を得た事業計画・事業予算に基づいて適正 

な執行管理が行われている。 

引き続き検討・協議を行い、安定した運営に努めていただきたい。 

 
 
 



 

９ 法令等の遵守 
 

学校教育法・歯科衛生士法等の関係法令を遵守し、適正な学校運営が行われている。 
個人情報保護法及び個人情報保護方針に基づき適正な取扱いに努めている。 
引き続き関係法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行っていただき 

 たい。 
 
 
 
 
10 社会貢献・地域貢献 
 

引き続き大阪府及び大阪府歯科医師会等が主催する行事への参加など、社会貢献・ 

地域貢献への積極的な取り組みを行っていただきたい。 

 
 

 
 


